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↑

一

一

一

d

r

i

、

4

1

r

d

b

，

、

i

B

匂

h
F
F
F
4
4
4
'
J
P
』
一
古
山
一
ヤ
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
応
諒
総
数
二
一
円
一
特
選
一
正
し
い
選
挙
で
一
明
る
い
生
活
一
前
回
表
彰
さ
れ
た
地
区
は
次
の
と
お
り

l
ル
開
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
J
ブ
1
一
士
三
、
ノ
;
f
d
h
p
‘
a
'
一
，

a

一

一

一

一

一

一

仁

一

点

を

数

一

六

、

慎

東

審

査

の

結

果

次

一

よ

か

っ

た

と

心

に

残

る

退

び

方

一

桑

野

捨

閉

山

(

北

只

)

一

第

一

仇

上

須

政

投

函

一

司

区

ル

聞

き

に

は

鶴

川

遊

ず

の

力

強

い

泳

ざ

一

一

一

一

一

一

;

官

品

阜

、

と

と

A

量

込

ム

込

」

一

ω

ヴ

々

が

入

選

さ

れ

ま

し

た

。

一

(

甲

山

富

士

政

川

二

示

古

田

る

く

正

し

い

選

挙

カ

ら

一

八

二

、

四

五

%

ta--員三
七

月

四

日

参

院

運

翠

一

一

人

選

首

長

、

十

日

ω

E

l

i

-

一

2
2
1
1
2一
室
長

の
ほ
か
の
、
小
出
の
山
露
、
そ
れ
に
生
徒
一
l

「

，

『

ι

v

g

7

1

v

一

ノ

一

一

一

一

一
賀
状
と
記
ム
プ
山
品
が
断
り
れ
た
ほ
か
、
特
一
見
て
聞
い
て
自
分
で
選
ぼ
一
つ
代
決
清
一
正
し
い
選
羊
で
明
る
い
政
治
七
O
二
二
三
%

の

初

泳

ぎ

ア

お

り

、

K

し

ぶ

き

に

、

見

-

一

一

一

入

っ

て

い

か

観

厚

か

ら

ド

ッ

ト

喜

一

参

議

院

直

華

民

七

月

四

日

空

到

か

す

の

だ

と

い

一

つ

見

の

も

と

に

、

一

号

主

主

や

個

人

航

空

一

戸

一

引

用

の

宮

本

さ

ん

に

は

。

一

日

著

書

一

星

空

(

界

一

一

一

投

票

区

が
あ
が
り
ま
し
た
い
一
索
、
即
日
盟
一
手
行
な
わ
れ
ま
す
。
一
め
い
め
い
が
よ
く

Z良
識
あ
る
人
一
夜

2
J一
芸
報
、
さ
ら
に
、
立
主
と
し
て
空
白
理
事
務

Z
E
O二
山

二

宮

直

栄

(

菅

伊

」

ノ

七

、

五

八

%

完
成
し
た
ブ
l
ル
は
、
長
三
十
旦
一
般
に
は
衆
議
院
や
地
方
翌
日
一
へ
、
円
分
什
雪
白
虫
ょ
に
よ
ブ
リ
投

メ
ー
ト
ル
、
巾
十
五
メ
ー
ト
ル
(
巾
学
一
べ
て
、
と
か
く
恨
川
を
伝
え
ら
れ
る
良
一
同
一
言
し
な
け
れ
ば
べ
り
ま
せ
ん
。
そ
心

校
)
と
十
メ
ー
ト
ル
(
小
学
校
)
で
深
一
栄
で
寸
が
内
切
り
の
投
じ
た
一
間
一
討
が
同
を
一
た
め
に
は
注
~
川
辺
前
川
川
に
行
な
わ
れ

お
ら
が
街
川
る
い
正
し
い
南
中
華
か
ら

前
回
長
太
郎
(
中
村
)

投
票
成
績
の
良
い
地

広
を
表
彰

第一一一位

から

り組できめる

ヰ同一ししユ

..... 
L. 

(

熱

心

に

研

究

す

る

地

区

民

)

去
〆
ノ
す
く
に
ω

ι
せ
1
い
出
一
一
γ
の
す
れ
ち
が
い
、

r
L
H
は
、
よ
い
う
j

の
ゆ
五
一
、
一

か
え
ヲ
口
近

ふ
止
ま
勺
だ
プ
?
っ
、
よ
け
J
心
K
)
/
リ一

-

つ

が

古

川

り

も

と

一

一
日
恥
十
字
以
山
灯
火
、
草
川
一
位
以
は
一

〈
7

役
J
h
白
な
処
刑
出
を
と
る
方
針
一
人
一

寸
J

一

む
h
什

1
L川
J

」
ハ
作
品
以
L
h
ト

ザ

G
J
:
り
/
υ
l
l
y
E
t
ド
l

m

ー
ヌ
八
し
ぺ
一
川
び
同
庁
所
ア
ん
で
幼
児
そ
一

寸

ろ

う

(

…

乙
野
ツ
ボ
に
は
、
必
ず
フ
タ
し
て

幼
児
主
J
る
つ
。

ー
利
一
ω
責
任
、
幼
児
の
位
制
、

k

一
品
事
政
存
防
寄
与
一
ユ
し
よ
う
。

ふ
今
か
ら
は
、
水
に
近
よ
る
こ
ろ

で
す
。
幼
児
ノ
を
転
一
併
さ
せ
ぬ
よ
う

守
る
つ

0

0
:
f
i

、i

刀凶
k
u
川

t
h
u

ー
い
陥
い
湯
所
に
は
同
犯
灯
を
つ
け

ょう。

つ
い
防
犯
灯
「
け
て
、
則
る
い
わ
が

郷
土

0

1

犯
罪
の
な
い
町
づ
く
り
に
防
犯

丁
J

U

ルハ

大
州
川
町
長
察
署

警
察
官
募
集
中

約
二
十
名



(2) 

H

B

づ
か
い
F

観

日1 5 

好
成
績
を
期
待

覧

料

な

ど

改

正

昭和 40年 6月

う
か
い
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
一
今
ま
で
に
な
い
好
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
一
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
必
ず
好
成
絡
に

し
た
。
一
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
市
民
の
み
一
終
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

。
大
洲
寸
と
い
え
ば
争
う
か
い
ん
ゲ
ヂ
一
な
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
る
も
い
ま
す
。

ろ
か
い
O
と
い
え
ば

O
大

洲

寸

と

い

一

の

で

す

。

な

お

、

う

か

い

料

金

な

ど

が

次

の

よ

わ
れ
る
ま
で
い
ま
や
大
洲
の
一
っ
か
い
は
一
本
年
も
一
日
の
O
解
禁
。
と
同
時
に
う
に
改
正
に
な
り
ま
し
た
。
せ
い
ぜ

み
な
さ
ん
の
も
の
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
一
ん
て
つ
か
い
O
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
川
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し

た

。

一

聞

き

後

の

出

足

も

よ

い

よ

う

で

、

こ

の

昨
年
(
明
日
年
度
)
は
天
候
に
恵
ま
れ
一
分
で
天
候
に
恵
ま
れ
、
み
な
さ
ん
の
ご

朝葺居=;子守す• ~開ヲ巳

ラ
ジ
オ

テ
レ
ビ

の
雑
音
を
な
く
そ
う

六
月
は
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
に
入
る
一
む
一
故
障
か
雑
音
か
を
見
一
好
け
る
に
は
:

雑
音
を
な
く
す
運
覇
」
月
間
で
す
。
一

O
お
宅
戸
占
り
が
悪
け
れ
ば
・
Ei--:故

。
お
宅
の
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
に
雑
音
は
一
障
の
場
合
が
多
い

入

り

ま

せ

ん

か

?

一

O
ご
近
附
も
同
じ
よ
う
に
悪
け
れ
ば

原
因
に
は
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
が
故
一

j
:
故
障
で
は
な
い

障
の
一
場
介
と
雑
音
に
よ
る
場
合
が
あ
一

O
お
宅
の
電
気
機
器
は
大
丈
夫
で
し
ょ

り

ま

す

。

う

か

?

芳 11 2号

一
六
月
二
十
九
日
午
前
九
時

t
四
時
市
役
所
第
一
会
議
室
で

一
新
ら
し
く
火
縄
銃
や
刀
剣
の
発
見
回
の
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
審
査
畳
録

一
が
あ
り
ま
す
。
未
屈
の
も

ωは
直
ち
に
警
察
署
又
は
派
出
所
へ
届
け
出
て

一
く
だ
さ
い
η

そ
し
て
当
日
は
必
ず
審
査
登
録
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

一
手
数
料
一
件
に
一
一
百
円
(
県
収
入
証
紙
)

一

(

大

洲

市

教

育

貫

主

義

喜

銃
砲
万
剣
審
査
登
録

-
っ
か
い
観
麗
案
内

νーズン前の十分なトレーニング(城山下)

6
月
l
日
2
9月
却
日

観
覧
料
(
遊
覧
料
と
も
)

ロ
人
乗

l
包

O
B
コ
1
ス
(
少
彦
名
神
社
下
か
ら
城

山
会
闘
下
)

一二、一二
0
0
円
l
三
時
間
半

O
C
コ
ー
ス
(
亀
山
公
同
下
か
ら
城
山

公
山
幽
下
)

Z
1
0
0
0円
l
一一一時間

新

刊

図

書

案

内

!
大
洲
市
立
図
書
館

I

歌
合
集
日
本
古
典
文
学
大
系

文
楽
浄
弼
璃
集
。

新
日
本
文
学
全
集
第
十
一
ニ
巷

エ
ジ
プ
ト
美
術
カ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
ス

デ

ザ

イ

ン

タ

洋

ら

ん

ク

現

代

建

築

。

世
界
地
理
風
俗
大
系
第
十
九
呑

ワ
ー
ル
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
イ
ス

愛
媛
年
鍛
一
九
六
五
年
版

ニ
観
光
大
洲
庁
案
内

作
詞
大
洲
山
肱
川
橋
通
り

A
(点

ゲ

ポ

苛

…

山

観
光
大
洲
を
甚
句
で
読
め
ば

神
代
を
偲
ぶ
少
名
彦

天
下
の
景
勝
臥
龍
縮

続
の
森
の
如
法
3
は

般
住
樹
帥
の
開
法
に
J

藤
樹
ゆ
か
り
の
祉
と
め
し

中
江
の
水
は
今
も
尚

同
市
予
路
行
脚
の
弘
時
か

一
一
伎
の
宿
も
十
府
内
が
崎

容
は
信
政
く
城
山
や

秋
は
錦
の
稲
荷
山

夏
の
涼
は
肱
川
よ

富
士
山
か
ら
顔
出
し
て

に
っ
こ
り
笑
っ
た
お
月
様

川
に
映
り
て
銀
の
波

遠
音
に
聞
ゆ
三
味
の
音
は

肱
川
下
る
鵜
飼
船

鮎
と
鯉
と
で
差
向
い

旅
の
お
客
は
青
鼓

観
光
客
の
筒
さ
ん
が

母
親
文
庫
(
文
集
)
総
括
号

図
設
国
民
の
歴
史
第
三
・
四
巻

徳
川
家
康
第
二
十
二
巻

世
界
文
学
全
集
二
+
世
記
の
文
学

世
界
美
術
大
系
ペ
ル
シ
ャ
美
術

日
本
の
A
品
第
一
春

日
本
の
歴
史
第
四
巷
平
安
京

伊
予
史
談
第
一
七
七
号

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
世
界
の
民
話
と
伝

説
芳
十
二
巷
中
国
編

伊
豆
の
踊
子

羅
生
門
・
ト
ロ
ッ
コ

少
年
少
女
人
物
日
本
百
年
史

ペ
リ
ヤ
l
工
フ
少
年
空
想
柄
学
小
説

選
集
芳
一
二
一
巻

l
寄
贈
図
書
l

和
学
と
信
一
仰
の
接
線

な
せ
ば
成
る

、
か
た
り
の
昭
和
史

旅
・
酒
・
浮
世

若
く
強
く
美
し
く

人
生
随
想
l
愛
と
美
と
真
実
と
l

貯
蓄
の
論
理

N
H
K

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

鋼
営
ひ
と
す
じ
に
丸
一
鋼
管

お
や
じ
I
血
に
つ
な
が
る
世
代
論
l

身
近
に
ス

す
。
広
い
部
屋
、
出
入
口
の
多
い
=

部
屋
お
二
カ
所
か
り
点
滅
で
き
る
一

よ
う
に
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
一
一

二
上
半
期
の
し
め
く
く

光

電

ス

イ

ッ

チ

ニ

り

の

月

門
灯
、
庭
園
灯
、
防
犯
灯
な
ど
、
一
一
一
六
月
は
一
年
の
半
分
を
過
ぎ
る
月
な

夕
方
ひ
と
り
で
点
灯
し
、
翌
朝
ひ
三
の
て
こ
の
辺
で
生
活
全
般
の
扇
省
を

と
り
で
に
消
え
る
も
の
で
す
o

一
一
す
る
、
い
わ
ば
決
算
月
と
も
い
v

え
ま
す

点
滅
の
手
聞
か
は
ぷ
け
ま
す
。
一
一
一
家
計
簿
の
ほ
一
つ
は
、
諸
物
価
の
上
昇
で

リ
モ
コ
ン
・
一
一
一
こ
わ
い
よ
う
な
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
こ

ス
イ
ッ
チ
こ
れ
を
し
っ
か
り
見
き
わ
め
て
こ
れ
か
り

遠
隔
操
作
の
で
き
る
も
の
。
そ
の
一
一
一
の
下
半
期
の
計
画
の
委
考
に
し
た
い
も

部
屋
に
行
か
ず
一
カ
所
で
点
滅
で
一
一
一
の
で
す
。

き

ま

す

。

三

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

に

は

つ

れ

し

い

償

与

一
一
一
の
月
で
す
。
こ
の
賞
与
ぐ
ら
い
サ
ラ
リ

ー

1
1リ
リ
リ

H
H
I
N
-
H
1
7マ
ン
の
哀
歓
を
表
わ
す
も
の
は
あ
り

一
ま
せ
ん
が
、
う
っ
か
り
し
て
い
る
と
、

日

本

脳

炎

予

防

接

種

の

日

程

一

何

に

使

っ

た

か

わ

か

ら

な

い

う

ち

に

消

1
I
l
l
i
-
-
J一
え
う
せ
る
も
の
で
す
。
一
つ
に
中
心
を

一
第
二
回
一
一
お
い
て
、
日
」
ろ
手
-
の
出
な
い
品
物
な

十
四
日
喜
多
小
一
一
り
す
場
合
に
よ
っ
て
は
家
族
旅
行
な
り

七
月
十
三
日
一
一
に
重
点
的
に
利
用
し
た
い
も
の
で
す
。

七
十
四
士
民
山
村
で
も
、
最
近
は
生
活
の
合
盟

七
十
五
一
一
侶
運
動
が
普
及
し
て
き
て
い
る
と
思
い

[
池
|
汁
一
い
|
一
一
ま
す
が
、
こ
の
月
は
、
ぜ
ひ
上
半
期
の

七
十
三
一
一
決
算
を
す
ま
せ
て
お
き
た
い
も
の
で
す

七
十
四
一
一
ち
ょ
う
ど
農
繁
期
に
当
っ
て
、
家
計
簿

七
十
三
一
一
や
経
営
ノ
l
ト
を
つ
け
る
の
は
ず
い
ぶ

七
十
四
一
一
ん
お
っ
く
う
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
が

七
二
十
一
一
む
し
ろ
出
資
の
多
か
っ
た
上
半
期
の
し

七
二
十
一
一
一
め
く
く
り
が
で
き
、
軟
で
の
結
果
子
見

|

引

コ

引

1

一
一
る
の
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
要
素
と
な

七
二
十
二
一
一
っ
て
く
る
の
で
す
。

七

二

十

三

十
五

十
三

十
四

十
三

に
二
疋
の
高
さ
(
一
、
二
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
)
に
そ
ろ
え
て
つ
け
ま

し
ょ
ゆ
っ
。

プ

ル

・

ス

イ

ッ

チ

ヒ
モ
や
ク
サ
リ
で
引
く
ス
イ
ッ
チ

こ
れ
な
ら
簡
単
に
つ
け
ら
れ
ま

す。
ド

ア

・

ス

イ

ッ

チ

戸
を
関
げ
ば
っ
き
閉
め
る
と
消
え

る
も
の
、
玄
関
、
押
入
、
物
置
な

ど
に
む
い
て
い
ま
す
。

三

路

ス

イ

ッ

チ

階
段
の
電
灯
を
上
と
下
の
二
カ
所

で
操
作
す
る
便
利
な
ス
イ
ッ
チ
で

場

所

第

川
下
り
所
覧
案
内
(
尽
一
間
)

遊
長
船
利
口
人
乗
一
隻

O
A
コ
l
ス
(
父
の
渡
か
ら
城
山
公
閑

ー
下
)

一

二

、

r
1
5
0円
l
四
時
間

一O
B
コ
ー
ス
(
少
彦
名
神
社
前
か
ら
城

一

山

公

閑

下

)

一

一

、

八

O
O円
上
二
時
間
半

一O
C
コ
l
ス
(
亀
山
公
悶
下
か
ら
城
山

一

公

闘

下

)

一

一

、

五

O
O
円
l
三
時
間

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
故
障
で
は
な

く
て
も
、
お
宅
の
電
気
機
器
か
ら
雑

音
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
て
あ

り
ま
す
。
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

公
民
館
や
教
育
委
員
会
で
も
助
成
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
登
諒
す
れ
ば
ス
ポ
l

ツ
少
年
団
本
部
か
ら
も
助
成
金
が
出
る
一

-
j
i
-
-

一

一

一

地

区

別

一

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

戸

川

河

け

一

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
つ
く
ら
れ
る
方
一
一
一
五
郎
公
民
館
一
五
日

は
至
急
、
公
民
館
か
市
教
育
委
員
会
の
一
一
一
大
洲
公
会
堂
一
六

社
会
教
育
課
へ
お
問
合
せ
の
う
え
、
六
一
一
大
洲
一
宮
♂
小

4
t
一

t

一

一

一

久

米

小

学

校

一

八

月
中
に
団
を
結
成
し
て
登
録
し
て
く
だ
一
一
↑
一
リ
ラ
リ
刊
一
汁
一

J

ス

ポ

ー

ツ

首

長

、

ス

ポ

ー

ツ

一

成

に

つ

あ

た

い

患

い

ま

す

。

一

さ

い

。

一

「

|
i
R川
崎

一

円

の
好
き
な
十
才
か
り
大
才
ま
で
の
少
一
連
言
は
、
団
員
が
十
円
で
も
二
十
一
教
育
委
員
会
で
は
、
夏
一
期
障
を
利
一
一
平
野
一
保
子
野
公
民
館
一
泊
式

年
た
ち
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
行
な
つ
目
的
一
円
で
も
小
ず
か
い
を
節
約
し
て
出
し
合
一
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
対
象
に
キ
一
円
川
ぽ
直
晴
同
一
直
円

高
内
、
書
な
ど
の
小
簡
で
丈
一
ぃ
、
ま
た
愛
護
、

P
T
A等
で
も
心
一
ャ
ン
プ
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
一
古
久
米
一
芳
誌
官
よ
ー

か
三
干
人
く
ら
い
集
ま
っ
て
組
織
し
一
配
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
一
(
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
設
)
一
円
行
司
品
目
一
司
直

i

た

日

体

で

す

。

一

ー

l

i

l

i

-

-

一

一

:

!

一

大

成

公

民

館

一

七

十

三

一

三

一

坊

ヤ

シ

キ

目

、

知

t行
一
一
大
川
一
一
U
は
け
日
目
二
汁
叶
日

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

で

は

、

一

種

目

か

一

一

一

一

ノ

j

一
蔵
川
公
氏
館
一
七
十
四

一

一

三

大

成

公

民

館

目

、

知

ι日
孟

1
1
1
1
1「
げ

υい
い
は
片
了
ト
i

い
い
げ
|

語

目

を

選

ん

で

こ

れ

を

続

け

て

一

練

習

一

回

裏

集

会

前

m
h
-一
一

宇

津

保

育

所

一

t

十
四

し
、
土
曜
日
の
午
後
や
日
曜
、
青
及
一

H

蔵
川
公
民
館
日
、
初
2
日

一

一

菅

田

↑

市

滑

空

内

十

沼

び

長

期

休

暇

を

中

心

に

仔

え

ば

よ

い

こ

一

一

一

一

菅

団

連

絡

所

一

七

十

六

一

一

五

南

久

米

公

民

館

一

?
1
1
1
1
一
竹
川
比
一
げ
日
下
卜

l
r
vー

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

3
0
ラ一一

F

t
一

回

処

小

学

校

一

七

八

場
目
、
学
校
や
そ
の
他
の
施
設
を
一

1

3

1
一

一

柳

沢

一

的

本

制

一

廿

九

一

一

六

南

久

米

連

警

-
I
l
-
-一
は

川

は

阿

「

什

1
L
V

一

定

詰

借

り

て

練

習

し

、

公

民

館

、

一

旬

、

1一
円

日

制

劃

間

ム

1
4

学
校
、

P
T
A、
費
量
、

v
y
s、
一

一

二

字

律

保

育

所

円

、

1
一

一

:

宇

品

川

直

校

F
ト

青

年

問

、

婦

人

会

は

も

ち

ろ

ん

、

す

べ

一

一

一

i

|

寸
1
1
J
i
-
-
寸
J
1
lイ
イ

i

一

二

二

大

竹

保

育

所

円

、

知

t日
一
一
三
善
一
三
善
公
民
館
一
七
二
十

て

の

人

々

が

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

を

育

成

一

一

一

三

j
d
E
富
一
イ
一
一
一

i

一

二

三

菅

間

連

絡

所

H
I日

=
1
1
1
1

了
I
r
i
-
-
T
I
l
i
-
-

し

、

地

域

ぐ

る

み

で

青

少

年

の

健

全

育

一

一

一

八

多

喜

一

八

多

喜

公

民

館

一

七

六

一
上
須
戒
一
上
須
戒
公
民
館
一
七
六

。
時
聞
は
午
後
で
す
が
く
わ
し
く
は
回
覧
の

お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

異
旬
同
音
の

緑
の
山
に

朝
霧
深
い

川
の
眺
め
は

賞
言
葉

包
ま
れ
た

城
下
町

格
別
で

情
緒
豊
か
な
水
の
里

ま
た
来
年
も
宜
(
次
も

大
洲
恋
し
と
参
り
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
小
年
団
を
つ
く
ろ
う

イ
ツ
チ
を

ス
イ
ッ
チ
に
は
、

そ
の
使
用
の
目
的

場
所
に
よ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
穏
類

が
あ
り
ま
す
。

ダ
ン
プ
ラ

l

ス

イ

ッ

チ

ツ
マ
ミ
を
O
Nに
す
る
と
っ
き
、

O
F
F
に
す
る
と
渦
え
る
一
般
的

な
ス
イ
ッ
チ
で
す
。
家
中
の
各
室

11 11 11 11 11 11 

早

く

な

市

外

通

話
る

七七七七七
月

重
点
で
、
秋
終
凶
は
追
肥
重
点
で
施
肥
蔵
用
の
も
の
は
、
い
く
ら
か
収
量
が
少

O
病
虫
百

ω防
除

存
な
い
、
稲
が
生
富
菊
に
な
ら
な
な
く
て
も
、
一
週
同
く
ら
い
早
目
に
収
(
イ
)
ミ
カ

ri--ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
一

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
穫
す
る
の
が
よ
い
。
収
か
く
は
情
天
の
ム
シ
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
く
る
一

に
は
、
基
肥
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
日
に
行
な
い
、

2
1
3白
土
聞
に
ひ
ろ
ソ
ウ
カ
病
、
黒
点
病
の
防
除
と
合
一
大
洲
局
か
ら
北
条
、
砥
部
、
森
川
山
、

苗
代
病
害
虫
防
除
肥
料
は
一
吉
一
同
度
他
成
で

ωア
l
ル
当

η、
げ
て
乾
燥
す
る
。
せ
て
銅
水
銀
剤
四
百
倍
液
(
水
泡
一
小
野
、
重
肩
、
堀
江
、
興
屑
島
局
へ
の
一
ぎ
ま
す
。

票
4
1ラ
セ
ン
チ
程
度
に
伸
長
す
上
回
は
号
、
秋
続
出
品
2
5均
三

牙

量

恨

の

散

布

I
収
穫
す
る

Z
2
F
)
に
ジ
メ
ト
エ
イ
一
通
話
が
準
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
車
に
な
り
一
例
北
条
局
三
三
三
番
へ
電
話
を
お

と
、
萎
績
病
(
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
位
を
基
肥
と
し
て
旧
植
削
に
施
用
し
て

2
週
間
ほ
ど
前
に
、
M

貰
1
犯
の
お
%
ト
千
倍
を
加
え
て
撒
布
一
ま
す
。
こ
れ
は
市
外
通
話
を
早
く
つ
な
一
か
け
に
な
る
と
き
は
、

)
ゴ
マ
葉
柑
何
(
ヒ
メ
ト
ピ
ウ
ン
カ
く
だ
さ
い
。
液
を
散
布
す
あ
と
、
翌
年
の
つ
同
頃
ま
(
ロ
)
怖
の
へ
タ
虫
一
が
る
よ
う
に
す
る
た
め
実
施
す
る
も
の
一

O
八
九
九
O
七
を
ダ
イ
ヤ
ル
す

)
の
防
除
時
期
と
な
り
ま
ず
か
ら
、

7

壁
来
で
発
芽
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
へ
タ
虫
の
第
一
化
期
の
発
生
と
タ
一
で
す
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
利
用
し
て
く
だ
ろ
と
北
条
簡
が
で
ま
ず
か
ら
交

日
お
き
に
3
2
4回
と
出
崎
前
に
陛
畔
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
と
貯
蔵
果
樹
の
6
2
7月
の

管

理

ン

ソ

病

の

防

除

に

枇

酸

鉛

加

用

一

さ

い

。

一

換

手

に

三

三

三

番

と

お

っ

げ

く

を
含
め
て
全
面
一
斉
防
除
を
行
な
っ
て
し
収
穫
の
適
用
l
茎
突
が
別
%
く

O
ミ
カ
ン
、
柿
、
モ
モ
の
夏
肥

7
1
m式
ボ
ル
ド
ー
液
を
6
月
下
一

O
か

け

か

た

一

だ

さ

い

。

す

く

お

つ

な

ぎ

で

き

一

く

だ

さ

い

。

ら

い

自

然

に

倒

伏

し

、

m
t安
富

果

実

の

肥

大

を

は

か

る

た

め

、

夏

肥

旬

に

撒

布

一

相

手

局

の

支

局

番

を

ダ

イ

ヤ

ル

す

一

ま

す

。

一

稲
の
基
肥
が
あ
せ
て
き
た
頃
が
収
穫
の
適
期
で
、
の
施
用
が
必
要
。
施
肥
時
期
は
ミ
カ
(
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
)
一
る
と
、
そ
の
局
の
交
換
手
が
出
ま
す
か
一

O
市

外

局

番

一

稲
の
健
全
な
生
育
と
収
量
の
安
全
多
お
く
れ
る
と
し
み
が
で
き

pq裂
球

ン

6
月
下
旬
t
7月
上

旬

、

柿

、

モ

一

ら

、

先

万

の

霊

語

号

を

つ

げ

て

そ

の

一

砥

部

一

収
を
は
か
る
た
め
に
は
、
上
回
は
基
肥
し
、
貯
蔵
力
が
弱
く
な
る
。
そ
こ
で
貯
モ
は
6
月

下

旬

が

適

期

一

ま

ま

お

待

ち

く

だ

さ

い

。

す

ぐ

に

つ

な

一

森

松

一

農

事

メ

モ

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

2護お
程壁知

1干官 ... 

諮 り

妻せ
断

月

日

会

場

七
、
五
五
郎
公
民
館

六
大
洲
公
会
堂

七
喜
多
小
学
校

H

八
久
米
小
学
校

九
平
小
学
校

13 13 13 13 13 日寺
l l l l l間
15 15 16 16 15 

む
し
暑
三
雨
の
多
い
こ
の
月
は
胃
腸

の
は
た
ら
き
が
弱
ま
り
、
食
欲
も
お
と

ろ
え
が
ち
で
す
。
思
わ
ぬ
下
痢
を
お
こ

す
の
も
こ
の
ご
ろ
で
す
。

こ
の
季
節
で
い
ち
ば
ん
気
を
つ
け
た
'

い
こ
と
は
、
食
中
毒
で
す
。
}

生
き
も
の
や
最
近
厄
回
っ
て
い
る
真
一

宮
包
装
の
食
品
は
一
度
火
を
通
す
か
煮
一

な
お
す
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
一

食
一
保
類
や
食
福
一
同
棚
を
手
ま
め
に
熱
一

小
野

O
八
九
九
O
=
一
湯
一
に
ふ
い
た
り
、
お
弁
当
な
ど
も
い
つ
一

重
信

O
八
九
九
O
四
も
き
れ
い
に
し
て
お
く
よ
う
心
が
け
ま
一

掘
江

O
八
九
九
O
五

し

よ

う

一

興
属
島

O
八
九
九
O
六
一
方
、
こ
の
季
節
は
、
食
欲
が
な
い
一

北
条

O
八
九
九
O
七
と
い
っ
て
あ
ゥ
さ
り
お
茶
づ
け
さ
ら
さ
一

O
料

金

一

ら

と

い

う

食

串

が

好

ま

れ

や

す

い

も

の

一

上
記
い
ず
れ
の
同
と
も
い
刊
山
同
へ
一

τす
。

一

か
け
た
助
合
と
同
じ
℃
、
二
一
秒
一
そ
う
し
た
時
こ
そ
、
十
分
栄
養
の
あ
一

ご
と
に
七
刊
の
料
金
と
な
り
度
数
一
広
消
化

ωよ
い
食
物
与
一
用
な
し
て
家
族
一

料
に
合
算
さ
れ
ま
す
。
の
体
力
の
減
退
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
主
婦
一

大
洲
電
報
室
-
出
同
の
っ
と
め
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
一

O
八
九
九
O
一

O
八
九
九
O
二

回

広
報
の
し
お
り

七

十


